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【
報
告
・
連
絡
事
項
】 

 １
．
専
門
部
関
係 

 

➀
女
性
部 

 

⑴
令
和

3
年
度
第

2
回
女
性
部
長

会
議 

・
10
月
28
日
（
木
）
10
：
00
～ 

商
工
会
館
2
Ｆ
会
議
室 

 

下
半
期
の
活
動
計
画
と
講
演
会
開
催 
 
 
 
 
 
 

29
名
参
加 

  

新
舞
踊
ク
ラ
ブ 

 
 
 

 

代
表
代
行 

 

香
川 

恵
美
子 

 
 

 
 

 

平
群
町
に
平
成
２
年
４
月
に
新
し 

い
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
出
来
、
開

館
記
念
交
流
会
に
出
場
が
決
ま
っ
た

時
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
所
で
踊
れ

る
の
か
と
胸
が
高
な
り
、
こ
れ
は
大

変
な
事
に
な
っ
た
と
一
段
と
熱
が
入

り
、
練
習
練
習
で
頑
張
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
自
粛
、
そ
れ
か

ら
２
年
や
っ
と
少
人
数
で
発
表
す
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
前
日
に
コ
ロ
ナ 

が 
                                            

講
演 

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！ 

ス
マ
イ
ル
で
胸
に
灯
り
を
灯
し
ま
し

ょ
う
」 

・
講
師 

平
群
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

保
健
師 

田
中 

佐
知
子
様 

⑵
介
護
施
設
慰
問 

➀ 

12
月
中
旬 

13
：
30
～
第
1

グ
レ
ー
ス
の
里(

ク
リ
ス
マ
ス
会) 

 

中
止 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

⑶
女
性
部
社
会
見
学(

施
設
見
学)

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
バ
ス
の
利
用

は
控
え
、
出
前
講
座
で
勉
強
会
を
開
催 

  

が
増
え
初
め
急
遽
取
り
や
め
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
高
齢
で
す
が
、
一
曲
一
曲 

出
来
上
が
り
、
踊
れ
る
事
の
喜
び
と
幸

せ
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
が
ら
又
い
つ
の
日 

に
か
皆
様
に
ご
披
露
で
き
る
日
が
来
る 

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

       

（
来
月
は
詩
吟
ク
ラ
ブ
で
す
） 

・
1
月
18
日
（
火
）
13
：
30
～
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
／
く
ま
が
し
ホ
ー
ル 

 

講
演 

県
老
連
出
前
講
座(

ミ
ユ
ー

ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
に
つ
い
て)

 
 

講
師 

NPO 

法
人
日
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ケ
ア
協
会 

 

認
定
音
楽
療
法
士 

川
西 

明
代
様 

 
 

 
 

 
 
 
 

恵
阪
み
ど
り
様 

※
今
回
は
健
康
部
、
高
齢
者
相
互
支

援
事
業
部
、
本
部
役
員
も
参
加 

 
 

②
健
康
部 

 

⑴
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
127
回
11
月
23
日
（
火
・
祝
）
9
：

30
プ
リ
ズ
ム
／
龍
田
公
園
～
龍
田
城

跡(

モ
ミ
ジ
狩
り) 

28
人
参
加 

・
第
128
回
12
月
28
日
（
火
）
9:

30

プ
リ
ズ
ム
／
鳥
土
塚
古
墳
～
御
櫛
神

社
、
5
㎞ 

・
第
129
回
1
月
25
日
（
火
）
9
：
30 

 

文
化
Ｃ
／
四
ツ
辻
古
墳
～
石
床
神
社 

約
6
㎞ 

⑵
長
寿
会
連
合
会
「
第
6
回
健
康
フ
ェ

ス
タ
」
の
開
催 

・
11
月
17
日
（
水
）
9:

30
～
12
：

00
／
総
合
ス
ポ
ー
ツ
Ｃ
／
ア
リ
ー
ナ
Ｂ 

 

地
区
会
長
、
地
区
健
康
委
員
、
健
康

部
員
、
本
部
役
員
、
有
志
他
36
人
参
加 

（
8
地
区
会
長
が
参
加
、
29
地
区
会
長

が
不
参
加)

 
 

健
康
保
険
課
よ
り
3
名
応
援
派
遣
あ
り 

 

③
伝
承
交
流
部 

 ・
12
月
8
日
初
香
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

(

ク
リ
ス
マ
ス
会)

 
 
 
 
 

中
止 

・
12
月
11
日(

土) 

緑
ヶ
丘
長
寿
会 

13
：
00
～
／
手
品 

 

34
名
参
加 

・
1
月
15
日
（
土
）
光
ヶ
丘
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
華
あ
そ
び
要
請
な
し
中
止 

 

④
ふ
れ
あ
い
情
報
部 

 

・
12
月
号
編
集
委
員
会
11
月
19
日
（
金
） 

11
月
29
日
（
月
）
印
刷
・
発
行 

・
1
月
号
編
集
委
員
会
12
月
17
日（
金
）

12
月
23
日
（
木
）
印
刷
・
発
行 

・
2
月
号
編
集
委
員
会
1
月
21
日（
金
）

1
月
28
日 

(

金) 

印
刷
・
発
行 

 

⑤
ク
ラ
ブ
統
括
部 

・
第
3
回
ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議 

・
令
和
4
年
2
月
10
日
（
木
）
10:

00
～
商
工
会
館
2
Ｆ
会
議
室 

 
 
 

➅
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部 

 

⑴
第
4
回
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
・

全
体
会
議
開
催 

・
12
月
14
日
（
火
）
10
：
00
～
新
館
会

議
室 

 
 
 
 
 

 

20
名
参
加 

 
 

令
和
4
年
1
月
３０
日(

日)

第
1

回
お
し
ゃ
べ
り
食
堂
の
開
催 

※
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
行
う(

本
部

役
員
、高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
員
が
対

象) 
 

 
 

 

⑵
第
3
回
高
齢
者
相
支
援
事
業
部 

見
守
り
チ
ー
ム
分
科
会
開
催 

・
11
月
22
日(

月)
 

10
：
00
～
新

館
会
議
室 

 
  

 
  

 
 

9
名
参
加 

 

見
守
り
チ
ー
ム
中
間
報
告 

 

２
． 

本
部
関
係 

 

➀
11
月
末
日
現
在 

会
員
数
速
報 

2,027

人
（
年
度
当
初
比
▲
18
名
） 

 
 

 

【
別
紙
1
】 

②
各
地
区
社
会
奉
仕
活
動
【
別
紙
2
】 

・
10
月
1
日
～
所
定
用
紙
で
随
時
事

務
局
へ
報
告 

③
秋
の
親
睦
一
泊
旅
行 

 
 

中
止 

・
11
月
25
日
（
木
）
～
26
日
（
金
） 
(

一
昨
年
は
南
国
土
佐
高
知
方
面
、

15
地
区
43
名
参
加)

 

④
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
募
金
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【
別
紙
3
】 

・

10
月
1
日
～
12
月
27
日
平
群

町
共
同
募
金
委
員
会 

か
し
の
き
荘

事
務
局
取
次 

⑤
奈
良
県
人
権
教
育
推
進
協
議
会
第 

21
回
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会 

 
 
 
 

 
 
 

 

・
11
月
17
（
水
）
13:

30
～ 

中
止 

⑥
令
和
3
年
度
「
平
群
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
」
の
開
催 

・
11
月
11
日
（
火
）
14
：
00
～
プ

リ
ズ
ム 

2
Ｆ
会
議
室 

 
 

岡
会
長
出
席 

 

令
和
3
年
度
事
業
計
画
及
び
進
捗

状
況
報
告 

⑦
合
同
受
賞
祝
賀
会
の
開
催 

[

別
紙4]

 

・
12
月
4
日
（
土
）
11
：
00
～
13
：

00
か
し
の
き
荘
2
Ｆ
和
室 

参
加
費1,00

0

円 
 

受
賞
地
区
長
寿
会
会
員
と
本
部
役

員
、
本
部
役
員
9
：
30
集
合
・
準
備 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

24
名
参
加 

⑧
第
10
回
「
大
空
の
家
ま
つ
り
」
へ
の

参
加
要
請 

・
11
月
23
日
（
火
）
式
典
10
：
00
～

「
大
空
の
家
」 

 
 
 
 
 

中
止 

➈
第
12
回
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ

ニ
ア
の
表
彰
式 

・
今
年
度
は
該
当
者
な
し 

⑩
令
和
3
年
度
第
4
回
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
協
議
体
の
開
催 

・
11
月
25
日
（
木
）
14
：
00
～
役
場

第
5
会
議
室 

 
 

奥
田
副
会
長
出
席 

⑪
第
4
回
平
群
町
民
体
育
大
会
見
直
し

検
討
委
員
会
開
催 

・
11
月
30
日(

火)
 

19
：
00
～
文
化

セ
ン
タ
ー
2

F
会
議
室 

奥
田
副

会
長
出
席 

 
 

⒊ 

郡
生
連
関
係 

 

➀
令
和
3
年
度
第
3
回
役
員
会
開
催 

・
10
月
20
日(

水)
10
：
00
～
生
き
生

き
プ
ラ
ザ
斑
鳩 

 
 

岡
会
長
他
3

名
出
席 

・
社
会
見
学(

日
帰
り
研
修
旅
行)
の
日
程 

 
 
 

当
初
10
月
7
日
予
定
分
の
日
程
が
確 

 
 (

裏
面
へ
続
く)

 
 

最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事 

故
が
注
目
さ
れ
て
い
る
◇
何
れ 

の
事
故
も
痛
ま
し
い
事
故
ば
か 

り
が
報
道
さ
れ
る
◇
そ
の
中
に 

は
死
者
も
い
る
◇
加
害
者
（
運
転 

手
）
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
ブ
レ
ー

キ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
間
違
っ
た
と
い

う
◇
と
か
く
、
高
齢
者
は
と
っ
さ
（
咄

嗟
）
の
時
は
、
平
常
時
の
的
確
な
操
作

が
上
手
く
で
き
な
い
特
徴
が
あ
る
◇
報 

道
を
見
て
被
害
者
に
幼
い
児
童
が
い
る

場
合
は
、
同
じ
子
を
持
つ
親
と
し
て
い 

                                            

た
た
ま
れ
な
い
気
持
に
さ
せ
ら
れ
る
◇

将
来
性
を
絶
た
れ
た
幼
児
の
無
念
さ
を

思
う
と
尚
更
だ
◇
悲
惨
な
事
故
を
起
こ

し
て
か
ら
で
は
い
く
ら
「
反
省
」
し
て

も
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
◇
そ
の
前
に

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
「
勇
気
」
は

如
何
な
も
の
か
◇
一
方
で
、
長
寿
会
連

合
会
が
推
し
進
め
て
き
た
移
動
支
援
の

一
環
と
し
て
の
「
デ
マ
ン
ド
、
タ
ク
シ

ー
」
の
利
用
は
如
何
か
◇
事
故
防
止
こ

そ
最
高
の
「
幸
せ
」
の
要
件
で
は
な
い

か
。 

                                            

発行 

平 群 町 

長 寿 会 

ふれあい 

情報部 

第
5
回
理
事
会 

開
催 

 

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
用
者
登
録
の
促
進
を 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

去
る
、
12
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
よ
り
、
平
群
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
く
ま

が
し
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
36
地
区
会
長
（
椿
台
欠
席
）
、
本
部
役
員
、
顧
問
、
参
与
、

事
務
局
が
出
席
し
て
令
和
3
年
度
第
5
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
原
案
通
り
全
て
了
承
・
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
左

記
の
と
お
り
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

此
の
理
事
会
に
於
い
て
、
令
和
4
年
度
の
総
会
及
び
舞
台
発
表
会
開
催
の
日
時
が

5
月
20
日
（
金
）
、
更
に
、
作
品
発
表
会
の
日
時
が
6
月
10
日
（
金
）
～
11
日
（
土
）

の
2
日
間
「
か
し
の
き
荘
」
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
2
年
間
、
総
会
及
び
舞
台
発
表
会
、
作
品
発
表
会
は
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
感
染
拡
大
の
懸
念
は
残
る
も
の
の
、
万
全
の
感
染
防
止
対
策
の
実
施
に
よ
り
長

期
化
は
避
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
、
10
月
1
日
に
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
平
群
町
の
「
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用
者
登
録
数
が
12
月
31
日
現
在
744
名
で
、
有
資
格
者
の
一
割

強
し
か
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
は
利
用
者
登
録
を
済
ま
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
利
用

は
出
来
ま
せ
ん
、
差
し
あ
た
っ
て
利
用
予
定
の
な
い
方
々
も
、
将
来
の
こ
と
を
考
え

て
登
録
を
済
ま
せ
て
お
い
て
下
さ
い
。
登
録
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
総
務
防
災
課
あ
て
、

「
44-

３
３
４
３
」
番
で
す
。 

早
め
に
、
利
用
者
登
録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

甘口辛口 

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

1 火 将 棋 俳 句 若葉台健康麻雀 長寿 会三 役会 長寿 会健 康部

2 水 真 向 体 操 和 歌 朗 詠 短 歌 ア ロ ハ ヨ ー ガ

3 木 カ ラ オ ケ 伝承手品クラブ

4 金 将 棋 太 極 拳 ウ ク レ レ

5 土 第 九

7 月 櫟 原 健 康 体 操

8 火 将 棋 詩 吟 若葉台健康麻雀
長寿会本部役員

会
フォークダンス

9 水 真 向 体 操 ア ロ ハ パ ソ コ ン

10 木 英 会 話 新 舞 踊

12 土 ふ れ あ い オ カ リ ナ

14 月 小 筆 民 謡 健 康 体 操

15 火 将 棋 俳 句 若葉台健康麻雀 折 り 紙

16 水 福 貴 畑 ・ 久 安 寺 真 向 体 操 和 歌 朗 詠 川 柳 楽 農 ア ロ ハ 高齢者相互支援事業部

17 木 カ ラ オ ケ 友 禅 伝承手品クラブ 扇 剣 の 会 吹 矢

18 金 御 陵 苑 ふれあい情報部 将 棋 太 極 拳 ウ ク レ レ

19 土 ヨ ー ガ 第 九

21 月 光 ヶ 丘 扇 剣 の 会 健 康 体 操

22 火 若 井 ・ 越 木 塚 ・ 福 貴 将 棋 詩 吟 若葉台健康麻雀 コ ー ラ ス フォークダンス

24 木 下 垣 内 英 会 話 社 協 新 舞 踊

25 金 信 貴 畑 将 棋 茶 道 社 協 遺 族 会

26 土 ふ れ あ い ヨ ー ガ オ カ リ ナ

28 月 吉 新 小 筆 吹 矢 健 康 体 操

令和４年２月度　　老人福祉センター「かしのき荘」利用表

囲　碁

囲　碁 アートフラワー

囲　碁 健康麻雀

編　物

囲　碁

リフォーム手芸

健康麻雀有志

健康麻雀有志

新館・会議室

囲　碁 アートフラワー

囲　碁

次回のふれあい新聞は２月２４日（木）に印刷発行

囲　碁

囲　碁

布遊び

健康麻雀

編　物

※陶芸クラブ２月７・１４日（月）9：30～（ふれあい交流センター） 1月15日現在

健康麻雀有志

日 曜 集会室（２階）
和室 会議室 小会議室（１）
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（
表
面
か
ら
） 

定
→
令
和

4

年

3

月

2

日(

水) 

三
重
県
方
面
、
各
町
10
名
合
計
４０

名
＋
事
務
局 

 
 

費
用8,400

円 

➁
臨
時
郡
生
連
会
長
会
議
開
催 

・
12
月
23
日(
木)

 

17
：
00
～
王

寺
・
百
楽 

 
 

 

岡
会
長
出
席 

➂
第
6
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会 

・
11
月
25
日
（
木
）
10:
00
～
17
：

00 
 

斑
鳩
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル 
中
止 

 

４
．
県
老
連
関
係 

 

➀ 

第
10
回
県
老
連
健
康
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
in
斑
鳩
へ
の
出
場 

・
11
月
13
日
（
土
）
9
：
00
～
当

初
10 

月
30
日
よ
り
衆
院
選
の
為
延

期 

・
斑
鳩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
担
当 

・
集
合
場
所 

斑
鳩
町
公
民
館 

・
コ
ー
ス 

 

法
隆
寺
を
中
心
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
道 

約

6
㎞ 

・
参
加
費 

3,000

円
／
1
チ
ー
ム

(

当
町
よ
り
5
チ
ー
ム
参
加
、
費
用
郡 

 

生
連
負
担)

 

➁
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動 

・
12
月
15
日(

水)

～
令
和
4
年
1  

月
5
日(

水) 

22
日
間 

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
／
大
和
の
交
通
マ
ナ

ー
を
高
め
よ
う
！ 

 

【
協
議
事
項
】 

 
 

①
新
年
互
例
会
の
実
施 

・
1
月
7
日
（
金
）
12
：
30
～
15
：

00
か
し
の
き
荘
２
Ｆ
集
会
室
（
本
部

役
員
会
に
引
き
続
き
） 

・
会
費
／
＠2,000

円 

・
地
区
会
長
、
地
区
女
性
部
長
、
地

区
健
康
委
員
、
高
齢
者
相
互
支
援

事
業
部
員
、
ク
ラ
ブ
代
表
者
、
本

部
役
員
、
一
般
会
員
（
有
志
）
／

総
勢
約
80
人
予
定 

(

一
昨
年
の
参
加
者
68
名)

 
 

※
2
Ｆ
集
会
室
の
定
員
は
25
名
、

大
幅
な
参
加
制
限
が
必
要
で
あ
り

開
催
の
意
味
が
な
く
な
る
為
、
12
月

23
日
時
点
で
定
員
制
限
の
解
除
が

無
け
れ
ば
、
本
年
度
も
中
止
と
致
し

た
い 

②
令
和
4
年
度
定
例
総
会
お
よ
び
ク

ラ
ブ
舞
台
発
表
会
の
日
程
と
会
場

予
約 

・
総
会 

令
和
4
年
5
月
20
日
（
第

3
金
）
10:

00
～
11:

20
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
く
ま
が
し
ホ
ー
ル
＋
全
会

議
室
舞
台
発
表
／

12:

00

～

15:

30
（
昼
食
11:

20 

～
12:

00
） 

・
使
用
会
場
／
く
ま
が
し
ホ
ー
ル 

１
階
・
2
階
会
議
室
他 

※
ホ
ー
ル
の
定
員
は
370
人
、
飲
食
不
可
、

参
加
制
限
が
必
要 

・
会
場
設
営
／
5
月
19
日(

木)

17
：

00
～
18
：
30 

本
部
役
員
、
地
区

会
長
、 

出
演
ク
ラ
ブ
代
表 

・
リ
ハ
ー
サ
ル
日 

5
月
13
日(

金)

9
：
00
～
17
：
00 

③
令
和
4
年
度
作
品
発
表
会
の
日
程 

・
6
月
10
日
（
第
2
金
）・
11
日
（
土
） 

か
し
の
き
荘
全
館 

・ 
 

6
月
9
日(

木)

13
：
00
～
会
場
設
営
、 

・ 
 

15
：
00
～
作
品
陳
列 

④
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
改
善
要

望
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施 

【
別
紙
5
】 

・
実
証
実
験
を
開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
よ
り
使
い
勝
手
の
良
い
交

通
手
段
に
改
善
す
る
た
め
に
、
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
会
員
向
け
の
改
善

要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
も
の 

・
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
部
が
目
指
す

「
高
齢
者
向
け
移
動
支
援
事
業
」
と

道
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
改
善

に
協
力
致
し
た
い
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
   

第
128

回
健
康
ウ
オ
ー
ク 

御
櫛
神
社
・
烏
土
塚
古
墳 

 
 

 

健
康
部
副
部
長 

鵜
飼 

勤 

 

12
月
28
日
、
プ
リ
ズ
ム
平
群
に
23
名
が

集
合
で
す
。
最
初
に
、
岩
本
さ
ん
、
西
川

さ
ん
、
旗
谷
さ
ん
、
中
戸
さ
ん
の
参
加
50

回
金
賞
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
平
群
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会
の
新
川
さ
ん
、
松
名
さ
ん
、

山
西
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

準
備
体
操
の
後
、
御
櫛
神
社
に
向
か
い

ま
し
た
。
途
中
、
サ
ク
ラ
、
シ
ラ
カ
シ
、

ア
ラ
カ
シ
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
、
詳
し
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
木
で
も

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
ド
ン
グ
リ

の
実
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
種

類
が
あ
る
と
は
驚
き
で
す
。 

 

御
櫛
神
社
は
椹
原(

ふ
し
は
ら)

の
氏

神
。
延
喜
式
神
名
帳
に
小
社
と
し
て
記
載

が
あ
り
ま
す
。
古
く
は
豊
玉
比
咩(

と
よ
た

ま
ひ
め)

、
玉
櫛
姫(

た
ま
く
し
ひ
め)

等
が

祭
神
で
し
た
。
豊
玉
比
咩
は
海
神
（
わ
た

つ
み
）
の
娘
で
、
竜
宮
に
住
む
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
神
社
は
村
の
後
方
の
谷
沿
い
に

あ
り
農
業
用
水
を
守
る
神
と
し
て
祀
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
拝
殿
前
で
記

念
撮
影
。 

 

坂
道
を
下
っ
て
烏
土
塚
古
墳
へ
。
宅
地

造
成
で
墳
丘
部
が
削
ら
れ
始
め
、
町
民
の

保
存
運
動
で
破
壊
を
免
れ
ま
し
た
。
平
群

町
文
化
財
保
護
条
例
の
制
定
、
平
群
史
蹟

を
守
る
会
の
創
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

全
長
60.5

ｍ
の
平
群
谷
最
大
規
模
の
前
方

後
円
墳
、
古
墳
時
代
後
期
の
築
造
。
石
床

神
社
付
近(

越
木
塚)

か
ら
運
ば
れ
た
巨
石

を
用
い
、
石
室
は
明
日
香
村
の
石
舞
台
古

墳
に
次
ぐ
大
き
さ
。
二
上
山
白
色
凝
灰
岩

(

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん)

製
の
家
形
石
棺
が
納

め
ら
れ
、
金
銅
装
馬
具
・
銀
装
太
刀
等
の

武
具
・
四
獣
鏡
等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

昼
を
少
し
過
ぎ
て
プ
リ
ズ
ム
平
群
に
帰

着
。
軽
く
整
理
体
操
を
し
て
解
散
。
3.5
㎞

の
道
の
り
で
し
た
。 

             
 
       

 

お
知
ら
せ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
部 
 
 

◇
健
康
ウ
オ
ー
ク 

・
第
130
回
２
月
22
日(

火)
 

・
ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道
4.0
㎞ 

・
東
山 
９
：
30
集
合 

・
解
散
は
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

※
目
的
地
及
び
、
集
合
場
所
が
年
度
当 

初
の
予
定
か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す 

※
飲
物
・
手
帳
・
雨
具
持
参 

※
マ
ス
ク
も
忘
れ
ず
に 

※
７
時
前
降
雨
予
報
４０
％
以
上
中
止 

  
 

第
１８
回
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

コ
ン
ペ
開
催 

 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

代
表 

田
辺 

幸
雄 

 

師
走
の
９
日
（
木
）
大
和
高
原
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま

し
た
。 

例
年
は
忘
年
会
な
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
り
忘
年

ゴ
ル
フ
に
し
ま
し
た
。
１２
月
と
は
思
え

な
い
好
天
に
恵
ま
れ
２０
名
（
内
女
性
３

名
）
の
参
加
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

成
績
結
果 

優  

勝 
 

木
村 

千
秋
（
三
里
） 

準
優
勝 

 

村
上 

喜
久
男
（
西
宮
） 

３
位
賞 

 

木
津 

節
子
（
初
香
台
） 

B

B
賞 

 

中
村 

雅
英
（
菊
美
台
） 

ベ
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
賞 

木
津 

節
子
（
初
香
台
） 

 

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
は
、
暑
い
時
、
寒
い

時
を
避
け
、
年
に
４
回
（
４
月
・
６
月
・
１０
月
・

１２
月
）
に
コ
ン
ペ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

競
技
方
法
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦
で
、
初
参

加
者
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
と
し
、
優
勝
の
場
合

は
準
優
勝
と
な
り
ま
す
。
私
の
よ
う
な
下
手
く
そ

も
い
ま
す
が
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ゴ
ル
フ

を
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

連
絡
先 

田
辺 

☎ 

４
５
・
１
９
５
５ 

 

お
詫
び 

 

1
月
号
掲
載
記
事
に,

掲
載
漏
れ
、地
区
会
長 

名
の
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
表
面
最
終
段
の
櫟
原
・
椹
原
地
区
会
長
名
を
左

記
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

櫟
原
会
長 

森
田 

 

祥
史 

椹
原
会
長 

奥
田 

 

善
紀 

◇
裏
面 

川
柳
ク
ラ
ブ
で
３
名
の
方
の
句
が
漏

れ
て
お
り
ま
し
た
。 

腹
立
つ
と
血
圧
が
上
が
っ
て
身
が
や
ば
い 

藤
本 

和
子 

試
着
室
息
を
吐
い
た
ら
ボ
タ
ン
飛
び 

宮
崎
多
喜
代 

運
動
も
仕
事
も
せ
ぬ
が
腹
は
減
る 高

橋 

秀
尹 

 
  

短
歌
ク
ラ
ブ
（
五
十
音
順 

循
環
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

除
夜
の
鐘
あ
と
幾
日
で
光
明
寺
の
心

に
響
く
鐘
の
音
を
待
つ 

小
東 

隆
子 

彼
岸
花
誰
に
恋
し
て
赤
く
燃
ゆ
秋
空

映
え
る
長
き
畦
道 

左
近 

育
子 

久
々
に
ス
ー
パ
ー
に
出
か
け
大
輪
の

白
百
合
求
め
家
は
な
や
ぎ
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

芝
田
ユ
ク
子 

六
時

む
つ
ど
き

に
皆
既
月
食
う
す
赤
く
朝
ぼ
ら

け
で
は
沈
む
満
月 

徳
原
と
も
子 

羽
根
つ
き
も
凧
揚
げ
も
な
き
松
の
内

春
の
日
差
し
は
寂
し
く
暮
る
る 

 
 

 
 
 

 
 

 

野
木 

宗
信 

路
行
く
も
短
日
の
わ
が
家
に
灯
り
な

く
玄
関
入
り
急
ぎ
灯と

も

せ
り 花

岡 

安
子 

新
し
き
年
の
願
い
は
ひ
た
す
ら
に
禍

去
り
て
安
穏
な
れ
と 

前
田 

通
恵 

菊
出
荷
と
り
残
さ
れ
た
花
一
輪
木
枯

ら
し
吹
け
ど
負
け
じ
と
咲
け
り 

飯
田 
陽
子 

四
歳
に
な
り
た
る
曽
孫
手
を
取
り
て

長
生
き
せ
よ
と
我
を
励
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

池
田 

芳
子

風
呂
を
焚
き
囲
炉
裏
囲
ん
だ
成
長
期

炎
が
恋
し
電
化
生
活 

石
川 

友
子

多
種
類
の
宅
配
牛
乳
の
試
供
品
認
知

予
防
を
ま
ず
飲
ん
で
見
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

魚
住 

潤
子 

  川
柳
ク
ラ
ブ 

 

今
回
の
題
詠
は 

「
恥
か
し
い
」
で
す
。 

人
間
も
こ
の
歳
に
な
る
と
恥
か
し
さ
を

忘
れ
、
徐
々
に
厚
か
ま
し
さ
が
増
し
て
く

る
と
か
。 

い
や
ゝ
ゝ
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
や
っ
ぱ

り
謙
虚
で
な
き
ゃ
と
思
い
つ
つ
川
柳
を

創
る
が
思
う
よ
う
出
来
ず
恥
か
し
い
ー

と
嘆
く
昨
今
で
あ
る
。 

 

母
の
陰
は
に
か
ん
で
い
る
幼
子
が 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

藤
本 

和
子 

ま
ま
ご
と
で
家
庭
事
情
が
バ
レ
バ
レ
に 

宮
崎
多
喜
代

頬
を
染
め
背
中
に
ス
キ
と
書
い
た
頃 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

藤
井 

信
夫 

人
違
い
マ
ス
ク
の
下
で
顔
を
染
め 

 
 

 
 

 

濵
﨑 

晴
美 

 

補
聴
器
を
忘
れ
話
に
生
返
事 藤

田 

利
治 

素
面

し

ら

ふ

だ
と
恥
か
し
い
か
ら
飲
む
の
で
す 

高
橋 

秀
尹 

外
食
で
二
人
前
食
べ
笑
わ
れ
る 

宮
前 

敏
子 

メ
モ
な
し
で
答
弁
で
き
ぬ
某
大
臣 

山
田 

謙
造 

恥
か
い
て
お
と
な
し
く
な
り
丁
度
い
い 

阿
部 

裕
子 

同
期
会
師
の
名
忘
れ
て
恥
を
か
く 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

難
波 

尊
志 

耳
た
ぶ
も
真
っ
赤
に
染
め
て
老
女
恥
じ 

松
井 

友
博 

痛
い
よ
り
つ
ま
ず
き
転
び
恥
ず
か
し
い 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

徳
原 

友
子 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

 

一
月
の
か
し
の
木
句
会 

 
 

 
 

 
 

 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

吉
原 

恵
美
子 

元
朝
や
い
つ
も
の
鳥
の
声
澄
み
て 

 

（
元
朝
・
新
年
） 

元
日
の
朝
に
は
鳥
の
声
ま
で
澄
ん
で
。 

乾 

フ
ジ
子 

川
べ
り
の
楓
紅
葉
や
念
仏
橋 

 

（
楓
紅
葉
・
秋
） 

 

道
詮
の
斑
鳩
へ
の
通
い
路 

岩
城 

和
子 

粕
汁
に
酔
ひ
て
優
し
き
妻
の
声 

 
 

（
粕
汁
・
冬
） 

 
優
し
き
が
す
ば
ら
し
い
。 

江
崎 

俊
夫 

補
聴
器
も
眼
鏡
も
杖
も
あ
あ
寒
し 

 

（
寒
し
・
冬
） 

 

老
人
の
悲
哀 

岡
本 

豊
子 

大
根
だ
き
大
鍋
の
湯
気
椀
の
ゆ
げ 

 

（
大
根
焚
き
・
冬
） 

 

湯
気
に
焦
点
を
絞
っ
た
効
果 

澤
波 

百
合
子 

柚
子
浮
か
べ
か
ご
め
か
ご
め
の
渦
の
中 

 

（
柚
子
湯
・
冬
） 

 

童
心
に
返
っ
た
楽
し
い
句
。 

中
川 

克
己 

酔
客
の
吐
き
た
る
も
の
も
凍
り
け
り 

 

（
凍
る
・
冬
） 

 

場
末
の
飲
み
屋
街
の
一
景
。 

花
岡 

安
子 

右
肩
に
初
雪
受
け
て
無
人
駅 

 

（
初
雪
・
冬
） 

 

無
人
駅
の
わ
ず
か
な
華
や
ぎ
。 

         

令
和
3
年
12
月
20
日 

か
ら
令
和
4

年
1
月
19
日
の
間
に
左
記
の
会
員
の

ご
逝
去
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

五
十
嵐
ス
エ
ノ
様(

97) 

三
里
地
区 

 

西
村 

馨 

様(

85)
 
 
 

三
里
地
区 

 

田
畑 

隆 

様(

82)
 

若
葉
台
地
区 

 

植
野
千
代
美
様(

77) 

福
貴
畑
地
区 

 

魚
住 

和
弘
様(

95)
 

緑
ヶ
丘
地
区 

 

池
田
姫
利
江
様(

82)
 
 
 

若
井
地
区 

 

奥
川 

起
雄
様(

81)
 

久
安
寺
地
区 

 

中
屋 

勝 

様(

82) 

平
等
寺
地
区 

 

坂
口 

富
子
様(

87)
 

三
里
地
区 

 

中
山 

時
子
様(

91)
 

福
貴
畑
地
区 

 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

   

 

  
 

  


